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サービス向上と業務効率化の両立を目指し、窓口改革はこれからもっと本格化します！

玉城

ようへい

する仕組みを提案

南風原町議会議員1期目の４年間で議会で提案してきたこと、
実現に向けて動き出したことを複数回に分けて報告していきます。

プロフィール

各種SNSでも活動発信中！

1991.8/10.34才.南風原出身.京大卒

・地域のデジタル活用や市民活動支援に取り組む

・塾の先生として社会課題探究を指導。

・住民が主体的に関わる“協働のまちづくり”を目指して

　議会活動と地域での実践をしている。

・資格は社会教育士、准認定ファンドレイザー

　マネジメント検定2級（経営全般の知識習得）。

サービス利便性の向上と
苦手な人へのサポート強化

の確保により、孤立を防ぎ、
活躍しやすい体制を提案

自治会の枠をこえ

また、デジタルが不慣れな方々へのサポートも必須です。
デジタルで効率化されたからこそ、苦手な人や本当に支援が
必要な方々への支援に人を集中することができます。

DX(行政改革)

トップのリーダーシップ、体制構築、人材育成とDXが進む仕組みを提案してきました

修の実施が進み、eラ
ーニングで職員が学び
やすい仕組みの導入の
検討も進んでいます。

策定されまし

すべての人に恩恵のある本当の意味での利便性の向上を目指して提案していきます

、講座の充実も進みました。する形へと後押ししていきます。

生成AIの活用を提案
実際の導入で業務効率化も進む

活用しやすい形でのデータ公開（オープンデータ化）は部分的には進んだものの
本格的な施策への活用（EBPM）には、まだ至らずです。今後も取り組みます。

データ活用は道半ば

住民

退職後の休職中も
上の子が保育園を
継続利用できる環
境づくりを提案し
実現しました。

と回答した家庭が
約7割。就労継続の
ために給食等の必要
性を提案。

夏休みの給食は実現はしていないものの、
弁当会は週に1回から月に1回になりました

課題の検討と解決に向けた対話の場
「子ども部会」の早期設置を提案

運用変更に伴い、丁寧な説明と移行期の柔軟な対応を行政に求めました

子育て支援と子ども福祉

子ども・子育ての困りごとがSNSなどを通じて
届いています。その声をもとに町の現状や

先進事例の調査を行い、提案をしてきました！

高齢者福祉 女性福祉 地域福祉

その他にも様々な福祉分野を
取り上げて、委員会や議場で
の提案を行なってきました！

困りごとがあれば
ぜひ教えてください！
解決策や行政へ提案を
共に考えます

南風原町議会議員

学童と放デイの併用を
想定し、連携と
支援の強化を提案

「コミュニティ・スクール」
を軸に地域住民が学校運営
に参画し、学校が地域コミ
ュニティの核になる仕組み
づくりを推進しています。

会計年度職員も2名配置。政治活動報告レポート もくじ



その他にも、産業振興に
つながる提案をしました！

　地域コミュニティの担い手の不足と
若者や子育て世代、移住者の参加の場の
不足が同時に課題になっています。
　これは、大きな可能性でもあります。
多様な主体が関わる新しい地域づくりの
潜在的可能性が伸び代として存在します。

コミュニティ政策と地域づくり

場所の魅力と力を高めて、地域の人材がゆるやかにつながる

仕組みをつくり、誰もが関わり活躍できる地域へつなげる

玉城ようへい

教育と地域コミュニティ

③の提案とも連動して、教育 ✖
コミュニティの提案

中央公民館や図書館がもっと高校生や
若い世代にとって使いやすい場所にしたい
と考えています。町の財産を使いこなして
そこからつながりや活動を広げていける
学びと活動の地域拠点にしたい！

地域経済・産業振興

地域経済は「地域のお金が、地域でめぐり、地域に
再度投資されること」で活性化します。外から

稼ぐ力も大事ですが、まずは外に漏れる量を少なく。

地域内経済循環率を高めるために、地産地消（食・エネルギーなど）を
進めることと、公共事業を可能な限り町内でまわしていくことが大事。

すぐには成果のでない
中長期スパンでの施策ですが
地道で着実な改善の蓄積が
確実に地域を豊かにする

DX支援 事業承継 商工会強化
給食
地産地消

＊53%(H25)→39%(R5)と10年で継続的に減少

従来の自治会に加え、学校を核にする
新しい小学校区での地域の仕組みが必要。

集落支援員や

等

子どもの育ち、安全安心な学校と
周辺環境づくりなど対話の場が充実

太陽光パネルの設置や保守、再エネ
の販売等を地元企業が担い地域内に
新しい仕事と所得につなげる。

また、災害対策も見越したEV車の導入
ZEB・ZEH推進で経済的負担の減少へ

先進自治体に学び
発注率のデータを
可視化・年次公表し
PDCAの促進を提案

内閣府の経済循環分析ツール（RESAS）を用いて
町の課題を分析。中小企業振興の成果目標を設定し

データに基づいてPDCAをまわすことで
施策の実効性を高めるよう提案しました。

＊環境省の地域経済循環分析より

「漏れバケツ」を防ぎ
域内で循環する仕組みをつくる

を目指して提案

モデル校での取り組みを経て
町内の４小2中でスタート
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